
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

シェルフデスク（100-DESKH079シリーズ）組立説明書

完成図 組立て部品

★用意していただくもの・・・・・
　手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

Ver.1.0

フレームAにアジャスターを取付けます。 フレームCにアジャスターを取付けます。手順 1 手順 2

⑬タッピングボルト×16本〔7×50〕

⑩アジャスター×6個

※このデスクは組立て方法によって下図のように2通りの
　使い方ができます。用途に合わせて組立ててください。
※シェルフを左右のどちらにするかによって、組立て手順7以降が異なります。

シェルフを左側にする場合

シェルフを右側にする場合

①天板×1枚

⑤フレームC×2個

⑨補強バー×２本

⑭六角レンチ（4mm）×1本

④フレームB×2個③フレームA×1個

③フレームA

⑧クロスバー×1本

⑥リーンホースメントA×1本
⑦リーンホースメントB×1本
※ボルト穴が図の位置にある方がBです。

②棚板×4枚

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-DESKH079BKなど）と
　下記の部品番号（①～⑭）と部品名（補強バーなど）をお知らせください。

シェルフ

シェルフ

使用ボルト

⑫ボルトB×10本〔M6×30〕

⑪ボルトA×8本〔M6×15〕

ボルト穴

⑩アジャスター

⑤フレームC

⑩アジャスター ※同じものを2組つくります。



棚板にフレームを取付けます。 フレームにクロスバーを取付けます。

フレームBにフレームCを差込みます。 フレームに棚板を取付けます。手順 3 手順 4

手順 5 手順 6

⑬タッピングボルト〔7×50〕

⑬タッピングボルト〔7×50〕

⑤フレームC
⑤フレームC

④フレームB

④フレームB
②棚板
※一番上は4段階の高さから
　任意の高さに取付けます。

②棚板

⑬タッピングボルト

⑤フレームC

⑬タッピングボルト

⑪ボルトA〔M6×15〕⑪ボルトA

使用ボルト

使用ボルト

使用ボルト

④フレームB

上

上

※ボルト穴がある方を棚板側にします。※ボルト穴が同じ側になるようにします。
　フレームBとCで逆にならないように
　注意してください。

※ボルト穴がある方を棚板側にします。

⑧クロスバー

※ボルトは緩めに取付けます。

※ボルトは緩めに取付けます。 ※ボルトは緩めに取付けます。



天板にリーンフォースメントを取付けます。手順 7
シェルフを左側にする場合

シェルフ

シェルフを右側にする場合

シェルフ

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB
⑫ボルトB

リーンフォースメントが天板より
飛び出します。

⑥リーンホースメントA

⑦リーンホースメントB

⑦リーンホースメントB

⑦リーンホースメントB

⑥リーンホースメントA
⑥リーンホースメントA

リーンフォースメントが天板より
飛び出します。

⑥リーンホースメントA

⑦リーンホースメントB

ボルト穴がある方を外側にします。
ボルト穴がある方を後側にします。

側面に穴のある方をこちらにします。
側面に穴のある方をこちらにします。

①天板
①天板

※ボルトは緩めに取付けます。※ボルトは緩めに取付けます。



リーンフォースメントにフレームAを取付けます。

補強バーを取付けます。

手順 8

手順 9

⑪ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

⑪ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

シェルフを左側にする場合 シェルフを右側にする場合

シェルフを左側にする場合 シェルフを右側にする場合

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB
⑫ボルトB

⑦リーンホースメントB

⑦リーンホースメントB

⑥リーンホースメントA
⑥リーンホースメントA

ボルト穴がある方をこちら側にします。
ボルト穴がある方をこちら側にします。

③フレームA

③フレームA

⑪ボルトA ⑪ボルトA

⑨補強バー
⑨補強バー

※ボルトは緩めに取付けます。
※ボルトは緩めに取付けます。

※ボルトは緩めに取付けます。
※ボルトは緩めに取付けます。



シェルフに天板を取付けます。手順 10

シェルフを左側にする場合 シェルフを右側にする場合

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB〔M6×30〕

使用ボルト

⑫ボルトB

シェルフシェルフ

①天板

前

⑫ボルトB

①天板

前

※ボルトは緩めに取付けます。 ※ボルトは緩めに取付けます。



補強バーを取付けて完成です。

CD/BB/KTDaC
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

使用上のご注意

手順 11

⑪ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

⑪ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

シェルフを左側にする場合 シェルフを右側にする場合

※デスクを起こして、最後に
　全てのボルトを締め込みます。

※デスクを起こして、最後に
　全てのボルトを締め込みます。

⑪ボルトA

⑪ボルトA

⑨補強バー

前

前

⑪ボルトA

⑪ボルトA

⑨補強バー

引きずって移動 水平に持ち上げて
ゆっくり移動

本製品を移動させる際は必ず大人2人以上で水平に持ち上げてゆっくり移動してください。
持ち上げずに引きずると破損する恐れがあります。

引き摺


